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概要

本発表では、南琉球宮古語多良間仲筋方言（以下、多良間方言）の複合語アクセントを取り上げ、この方

言について想定されている「複合アクセント法則」を再検討する。先行研究では、多良間方言について、い

わゆる「複合アクセント法則」が成立するとされてきた。すなわち 2つの語根から構成される複合語におい
ては、前部要素のアクセントのみが実現し、後部要素のアクセントは削除される。しかし、新しい調査の結

果、この法則に従わない複合語が観察されることが明らかになった。本発表では、これらの複合語の一部を

詳細に分析した結果を提示し、一部の複合語について複合アクセント法則が適用されないことを示す。なお、

複合アクセント法則が適用されないパターンの方が歴史的に古いことを論じ、多良間方言における複合アク

セント法則についてその成立過程に関する仮説を提示する。

1 はじめに

沖縄県宮古諸島多良間島で話され、南琉球宮古語に属する多良間方言について、いわゆる「複合アクセント

法則」が成立していると主張されてきた (松森 2014)(五十嵐 2015)。この法則によると、複合語において前部
要素のアクセント型のみが実現するのに対し、後部要素のアクセント型が削除され、実現しない。しかし、発

表者が行った新しい調査の結果、この法則に従わない複合語が観察されることが明らかになっており、これら

の「例外」をどのように位置付けるべきかという問題が生じている。

多良間方言について想定されている複合アクセント法則がどの程度適用されているかを検証するために、渡

久山・セリック (2020)に含まれるアクセントデータを用いて、2つの語根から成る複合語を対象に分析を行っ
た。その結果、1部の複合語において複合アクセント法則が適用されず、それぞれの構成要素のアクセント型
実現することが分った。なお、このパターンの方が歴史的に古いことを論じ、複合アクセント法則の成立過程

のシナリオを提案する。

2 多良間方言のアクセント体系

2.1 3種類のアクセント型とその実現

多良間方言は 3種類のアクセント型が区別される。この 3種類のアクセント型（a型、b型、c型）は低音調
が結びついている拍（以下「低核」）の有無とその位置によって対立している (青井 2019)。なお、低核の位置
を正しく記述するために (1) に定義を示す「韻律語」という韻律的単位を導入する必要がある (五十嵐 2015,
2016)。

(1) 韻律語の定義：「2モーラ以上の語根や接語」

韻律語の単位を用いると各アクセント型を次のような記述することができる。すなわち、a型は無核で、b型
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は 2番目の韻律語の末尾拍に、c型は 1番目の韻律語の末尾拍に低核が指定される（表 1）。それぞれのアクセ
ント型の実現例を (2) に示す1。

表1 多良間方言のアクセント体系

アクセント型 音韻的解釈

a型 無核

b型 2番目の韻律語の末尾拍に低音調の指定有り
c型 1番目の韻律語の末尾拍に低音調の指定有り

(2) a. a型 (juda)=(mai) (neːn) 「葉もない」
b. b型 (jadu)=(ma]i) (neːn) 「戸もない」
c. c型 (ma]du)=(mai) (neːn) 「暇もない」
（青井 2016:69より、表記・名称一部改変）

なお、多良間方言における低核はその直前に起きるピッチの下降、または、その直後に起きるピッチの上昇

によって顕在化する。有核の韻律句（1つのアクセント型が実現する範囲）においてどのパターン（下降・上昇）
が観察されるかは主に先行する韻律句の末尾拍の音調による（発話頭の環境は除く）。具体的に言うと、先行す

る韻律句において低核による低音調が実現し、末尾拍まで拡張するのであれば、後続する韻律句がその低音調

を引き継ぎ、後続の韻律句において低核によって指定される低音調が OCP（Obligatory Contour Principle）
の原理によって削除される。その結果、次の拍から高音調が現れるため、ピッチの上昇が観察される（詳細な

分析は青井 (2019)を参照されたい）。なお、発話頭における韻律句はデフォルトの高音調から始まる。従って、
c型の anna「母」を含む韻律句のアクセントは、発話頭の環境ではピッチの下降によって、有核の韻律句に後
続する環境ではピッチの上昇によって実現する (3)。

(3) a. ピッチの下降：{(an]nac)=(mai)} ...「母も...」
b. ピッチの上昇：{(u]jac)=(mai)} {(annac)=([mai)} ...「父も母も...」

2.2 複合アクセント法則と問題の所在

多良間方言について、いわゆる「複合アクセント法則」(上野 2012) が成立しているとされてきた (松森
2014)(五十嵐 2015)。この法則によると、2つの語根から構成される複合語において、前部要素のアクセント
型が実現するのに対して、後部要素のアクセント型が削除され、実現しない。言い換えると、複合語を含む文

節では、1つだけの韻律句が形成されており、そして、形成された韻律句に現れるピッチパターンは複合語の
前部要素のアクセント型による（表 2）。
しかし、発表者が行った新しい調査の結果（渡久山・セリック (2020)に収録）、複合アクセント法則に従わ

ない複合語が観察されることが明らかになった。以下の (4) に挙げる複合語は前部要素のアクセント型だけで
説明できないピッチパターンを示している。(4a) においては、前部要素が無核の a型に属しているのにも関わ
らず、2番目の韻律語の末尾拍にピッチの下降によって顕在化する低核が現れている。さらに、(4b,c) の複合
語はこれまでの先行研究で指摘のなかったピッチパターンを示している。すなわち、1番目の韻律語の末尾拍
にピッチの下降によって顕在化する低核に加えて、2番目の韻律語の末尾拍にもピッチの上昇によって顕在化
する低核が現れている。これらの複合語は 2つの低核を持っていると解釈しなければならないわけだが、この

1 本稿の例では、下線を引いた太字が低核、「 - 」が接辞境界、「= 」が接語境界、「 ( ) 」が韻律語の境界、「 { } 」が韻律句の境界、
「 ] 」・「 [ 」がそれぞれピッチの下降・上昇を表わす。
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表2 多良間方言における複合アクセント法則（五十嵐 2015:13-14より、表記一部改変）

前部要素 後部要素 複合語 例

a型 a型 a型 {(katɕuːa)+(mɕua)=(mai)} ... 「鰹味噌も...」
a型 b型 a型 {(kubaa)+(giːb)=(mai)} ... 「クバの木も...」
a型 c型 a型 {(midzɿa)+(kamic)=(mai)} ... 「水甕も...」
b型 a型 b型 {(sɿmab)+(m]ɕua)=(mai)} ... 「島味噌も...」
b型 b型 b型 {(mamib)+(gi]ːb)=(mai)} ... 「豆の木も...」
b型 c型 b型 {(mimb)+(ga]mic)=(mai)} ... 「耳甕も...」
c型 a型 c型 {(wa]ːc)+(mɕua)=(mai)} ... 「豚味噌も...」
c型 b型 c型 {(ada]nc)+(giːb)=(mai)} ...
c型 c型 c型 {(upu]ɕuc)+(gami)=(mai)} ... 「海水用の甕も...」

特徴は前部要素のアクセント型だけでは説明が付かない。

(4) a. (kaːa)+(u]ric)=(mai) ...「井戸下りも...」
b. (na]kac)+(tuɭc)=([mai) ...「仲取りも...」
c. (a]ub)+(patuc)=([mai) ...「ずあかあおばとも...」

(4a,b) の複合語については、前部要素に加えて後部要素のアクセント型も実現するという解釈が成り立って
いる。これらの複合語における後部要素は 1番目の韻律語の末尾拍に低核が指定される c型に属しているため、
2番目の韻律語に現れる低核が後部要素のアクセント型の実現であると解釈できる。つまり、(4a,b) の複合語
はアクセント的に 2単位に分かれると見ることができる。しかし、これに対して (5c) の複合語については同
じ説明を与えることができない。なぜならば、前部要素が b型に属しているのに、1番目の韻律語に低核が現
れるからである。つまり、(5c) に観察される表層のピッチパターンは構成要素のアクセント型で説明できない。
複合アクセント法則に従わない例を見てきたが、このような「例外」は実際にどれぐらいあるのか、また、ど

のような性質を持つのかなどが不明である。これまで「複合アクセント法則が成立する」と主張してきた研究

はこの一般化をするに当たってどれぐらい多くのデータを用いたかは明記していない。そのため、提示された

一般化の妥当性については評価しづらい。逆に、2つの低核を持つ複合語を見逃すなど、充分なデータを検討
しなかった可能性が高い。つまり、多良間方言について、複合語によって複合アクセント法則が適用されない

という可能性が残されており、複合語アクセントの大量のデータに基づいた実証的な検討が必要である。

以下の節では、渡久山・セリック (2020)に含まれるアクセントデータを用いて多良間方言の複合語のアク
セントを検討する。

3 データと方法

3.1 データ

本発表では、『南琉球宮古語多良間方言辞典』(渡久山・セリック 2020)に含まれるアクセントデータを用い
る。この辞典は約 15800語を収録しており、名詞、動詞、形容詞、擬態語のほとんど全ての項目に対して多良
間仲筋方言の母語話者である第一著者（昭和 11年生）のアクセントを記している。なお、辞典の編集の際にア
クセント資料の収録とアクセント型の特定は第二著者、つまり発表者が行った。

辞典には数千もの複合語がされているため、複合アクセント法則を検討するに当たって充分なデータが得ら

れると考えられる。ただ、本発表で全ての複合語を扱うことができないため、「名詞」に分類され、1番目の韻

－295－



律語の末尾拍に低核がある 2つの語根から成る複合語に限定して検討を行った。

3.2 方法

『南琉球宮古語多良間方言辞典』の項目から「名詞」に分類され、アクセント情報が記され、一番目の韻律語

にピッチの下降がある、4拍以上の項目を全て抽出した。次に、抽出した項目に対して、2つの語根から成る複
合語であるかどうかを検討し、選定した。

なお、本研究の目的が複合語のピッチパターンと構成要素のアクセント型との関係を明らかにすることであ

るため、選定の際に次のものを対象から外した。すなわち、a. 語源不明、または不確かなもの、b. 借用語であ
るもの、c. 漢語を含むもの、d. 数詞語根を含むもの、e. 指示詞語根を含むもの、f. 1拍の語根を含むもの、g.
音韻的に融合しているもの、h. 指小辞 -gama を含むもの、を外した2。除外した理由は次の通りである。a.と
b.については、構成要素のアクセント型が不明である。c. については、多良間方言において漢語がアクセント
的に特殊な振る舞いをすることが確認されており、漢語を含む複合語のピッチパターンに影響が出る可能性が

ある。d. と e. については、数詞語根や指示詞語根はアクセント的に特殊な振る舞いをする可能性がある。f.
については、1拍の語根を含む語を複合語として分析するべきかどうかが不明である。g.については、音韻的
な融合が一語化が進んでいることを示しており、そのため、複合語のアクセントが構成要素のアクセント型と

は無関係になっている可能性がある。f.については、-gama が付与される名詞はすべて c型に転じることが知
られており、-gama が付与された語根を含む複合語のアクセントもそれによって支配される可能性がある。
続いて、選定した複合語について、構成要素を特定し、それぞれの構成要素の品詞（名詞、動詞、形容詞）と

アクセント型の情報を抽出した3。この際、構成要素のアクセント型の情報が欠如する複合語は対象から除外し

た。このような方法を用いて、371項目が得られた。

4 結果

研究の対象となった複合語は 2つの異なるピッチパターンを示している。1つ目は 1番目の韻律語を形成す
る前部要素の末尾拍の前にピッチが下降するパターンである (5a)。このパターンを示す複合語は 1番目の韻律
語の末尾拍に低核がある。2つ目は 1番目の韻律語を形成する前部要素の末尾拍の直前にピッチが下降した後、
2番目の韻律語を形成する後部要素の末尾拍の直後にピッチが上昇するパターンである (5b)。これらの複合語
は 1 番目と 2 番目の韻律語の末尾拍に位置する 2 つの低核を持っている。以下、1 つの低核を持つ複合語を
「タイプ 1」、2つの低核を持つ複合語を「タイプ 2」と呼ぶ。得られた結果を表 3に示す（「形」「名」「動」はそ
れぞれ「形容詞」「名詞」「動詞」を表わす）。

(5) a. タイプ 1：(ku]i)+(gari)=(mai) ...「声嗄れも...」
b. タイプ 2：(nu]tsɿ)+(tuɭ)=([mai) ... 「命取りも...」

5 議論

ここでは、語数が最も多い「形＋名」、「名＋名」、「動＋名」の構成を持つ複合語を中心に論じる。

5.1 「形＋名」と「名＋名」の複合語

表 3のデータからは、形容詞と名詞、または、名詞と名詞から構成される複合語について、複合アクセント法
則がおおむね成立していることが言える。具体的に言うと、この 2種の複合語の大半（228語中に 206語、約

2 それぞれ例を挙げる。a. paː+tsɿkɿ「十二月」、paː は不明。b. wari+ai 「割合」。c.d.e.f.g.h.
3 正確に言うと動詞の転生名詞と動作主の接辞 -a を含むものを「動詞」に分類した。
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表3 結果

タイプ（語数） 構成（語数） アクセント型（語数）

タイプ 1（314語）

形＋名（26語）
c型＋ a型（7語）
c型＋ b型（12語）
c型＋ c型（7語）

形＋動（1語） c型＋ a型（1語）

名＋名（185語）

a型＋ a型（1語）
a型＋ b型（2語）
b型＋ a型（2語）
c型＋ a型（49語）
c型＋ b型（62語）
c型＋ c型（69語）

名＋動（97語）

a型＋ a型（2語）
b型＋ a型（1語）
c型＋ a型（38語）
c型＋ c型（56語）

動＋名（2語）
a型＋ c型（1語）
c型＋ a型（1語）

動＋動（3語）
c型＋ a型（2語）
c型＋ c型（1語）

タイプ 2（57語）

形＋名（4語）
a型＋ a型（1語）
b型＋ b型（1語）
b型＋ c型（2語）

名＋形（1語） a型＋ a型（1語）

名＋名（13語）

a型＋ c型（3語）
b型＋ a型（1語）
c型＋ a型（3語）
c型＋ c型（6語）

名＋動（36語） c型＋ c型（36語）
動＋名（1語） c型＋ a型（1語）

動＋動（2語）
a型＋ c型（1語）
c型＋ a型（1語）

90.4%）は前部要素が c型であるタイプ 1に属しており、複合アクセント法則で予測されるパターンを示して
いる。

ただし、複合アクセント法則に従わない残りの複合語を検討すると、幾つかの共通点が見出される。第一に、

地名や動物を表わす複合語がよく見られる (6)(7)。第二に、「父母」のように構成要の意味が素修飾・被修飾の
関係ではなく、並置の関係にある複合語が見られる (8)。このデータから判断すれば、複合アクセント法則は、
複合語全体の意味が構成要素の意味から得られ、構成要素のそれぞれの意味が修飾・被修飾の関係にある複合

語を中心に適用されるという一般化が成立する可能性があると考えられる。

(6) 地名：aga]ɭa+baruc=[mai ...「地名も...」、ni]sɿa+baruc=[mai ...「地名も...」、
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na]kac+mmac=[mai ...「地名も...」

(7) 動物：a]ub+batuc=[mai ...「ずあかあおばとも...」、a]ub+miːb=[mai ...「さしばの若鶏も...」、
a]kaa+peːa=[mai ...「ちょうげんぼうも...」

(8) 並置：s]suc+akaa=[mai ...「紅白も...」、mi]ːb+bikia「雌雄も...」、u]jac+mmac=[mai「父母も...」

5.2 「名＋動」の複合語

表 3のデータからは、名詞と動詞（転成名詞）から構成される複合語について、複合アクセント法則が成立
しているとは一概には言えない。この種類の複合語の数と後部要素のアクセント型別の分布を表 4に掲げる。

表4 名詞と動詞から構成される複合語

タイプ 語数（%） 内後部要素 a型 内後部要素 c型

タイプ 1 97 (72.9%) 41 56
タイプ 2 36 (27.1%) 0 36

名詞と動詞から構成される複合語の多くは前部要素が c型であり、タイプ 1に属している。これらの複合語
について複合アクセント法則が適用されていると言える。しかし、これに対して、27.1%もの複合語は前部要
素が c型のタイプ 2であり、これらを単なる「例外」として処理かどうかを検討する必要がある。
そこで、後部要素のアクセント型を見ると、はっきりとした傾向が現れる。つまり、名詞と動詞から構成さ

れ、2つの低核を持つタイプ 2の複合語はもっぱら（前部要素が c型で）後部要素が c型に属する複合語であ
る。逆に、前部要素が c型で、後部要素が a型の複合語の中に 2つの低核を持つ複合語は 1語も見出せない。
このように、後部要素のアクセント型がタイプ 2の所属条件となっているため、タイプ 2に属する「名＋動」
の複合語において後部要素のアクセント型が実現していると解釈することができる (9)。つまり、これらの複
合語は 2単位に分かれる。そして、複合アクセント法則が適用される複合語の数（56語）に比べて、2単位に
分かれる複合語の数（36語、40%弱）は決して少なくなく、そのため、タイプ 2のこの種類の複合語を単なる
「例外」として片付けることができない。

(9) a. c型 +c型（複合アクセント法則の適用有）：{(pu]nic)+(buɭc)=(mai)} ...「骨折も...」
b. c型 +c型（複合アクセント法則の適用無）：{(na]kac)}+{(tuɭc)=([mai)} ...「仲取りも...」

さらに、a型が無核であるため、前部要素が c型、後部要素が a型のタイプ 1の複合語は曖昧であり、複合
アクセント法則が適用される解釈も、2単位に分かれる解釈も両方成り立っていることに注意されたい (10)。

(10) c型＋ a型の表層形：a]tuc+usɿa=mai ...「後押しも...」

a. 解釈 1（複合アクセント法則の適用有）：{(a]tuc)+(usɿa)=(mai)}
b. 解釈 2（複合アクセント法則の適用無）：{(a]tuc}+{(usɿa)=(mai)}

以上のことから、名詞・動詞の複合語について、形容詞・名詞や名詞・名詞の複合語と異なり、複合アクセ

ント法則の適用度が低いと結論付けることができる。多良間方言の複合語のピッチパターンを正しく予測する

ために、構成要素の品詞という変数を導入する必要がある。

複合アクセント法則の適用に構成要素の品詞が関わる理由については次のように考えることができる。つま

り、形容詞・名詞や名詞・名詞の複合語は構成要素の意味が修飾・被修飾の関係にあることが多い。これに対

して、名詞と動詞から構成される複合語は構成要素の意味が項・述語の関係にある。構成要素のこのような意

味関係の違いによって複合アクセント法則の適用度の違いを説明できる可能性がある。
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6 通時論

前節では、複合アクセント法則が適用されず、それぞれの構成要素のアクセント型が実現する複合語が存在

することを見た。しかし、実は状況がもう少し複雑である。渡久山・セリック (2020)のアクセントデータでは、
2つのピッチパターンが許容される複合語が数百も収録されている。つまり、複合語によっては、複合アクセン
ト法則が適用されるパターンと後部要素のアクセント型が実現するパターンが両方とも許容される (11)(12)。
名詞と名詞から構成される複合語においてもこの現象が確認できているが、多くの場合は前部要素が a型、後
部要素が c型である。

(11) {(nu]tsɿc)+(idi)=(mai)} ~ {(nu]tsɿ)}+{(idi)=([mai)} ...「命拾いも...」

(12) {(kania)+(makaɭc)=(mai)} ~ {(kania)}+{(maka]ɭc)=(mai)} ...「金属製のお椀も...」

共時体系において 2つの形式の「揺れ」が観察されると、片一方が古く、片一方が新しいと解釈できる場合
が多い。多良間方言の複合語のピッチパターンについても同様で、片一方のパターンが古いと考えることがで

きる。そこで、1単位から 2単位へという変化よりは 2単位から 1単位へという変化の方が自然であると考え
られるため、複合アクセント法則が適用されない、2単位に分かれるパターンの方が古いと見ることができる。
多良間方言の先史のある時代において複合アクセント法則が成立していなかったと仮定できるわけであり、こ

のため、この法則がどのようにして生まれたかを説明する必要が生じる。

ここでは、複合アクセント法則が一部の複合語においてまず生じ、段階的に拡張していったシナリオを提案

する。その背景に次の 2点が重要な意味を持つと考えられる。第一に、構成要素のアクセント型の一部の組み
合わせの場合（a型＋ a型、b型＋ a型、b型＋ c型、c型＋ a型）は複合語のピッチパターンがそもそも曖昧
であり、複合アクセント法則が適用される解釈とされない解釈が可能である。第二に、2番目の韻律語に低核
が指定される b型は多くの環境4において低核が実現しない。

最初の段階において、後部要素が b型の複合語（a型＋ b型、b型 +b型、c型＋ b型）において、後部要素
のアクセント型が実現しない環境が多く、どの環境でも実現しなくなった。その結果、「前部要素のアクセント

のみが実現する」というルールが生じ、ピッチパターンが曖昧である複合語（a型＋ a型、b型＋ a型、b型＋
c型、c型＋ a型）についても、ピッチパターンの再解釈を経てこのルールが適用された。最後に、残りの複合
語（a型＋ c型、c型＋ c型）にも複合アクセント法則が適用されるようになったが、古いパターンが完全に消
えず、複合語によっては、生き残った。なお、名詞と名詞、形容詞と名詞から構成される複合語の方がいち早

く複合アクセント法則が適用されたことも考えられる。

7 おわりに

本発表では、多良間方言の一部の複合語において、先行研究で想定されてきた「複合アクセント法則」が適

用されないことを示した。なお、共時態系における複合語のピッチパターンの揺れに着目して、多良間方言に

おける複合アクセント法則がどのようにして生じたかについて論じた。
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